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あなたとまちのコミュ二ケーション情報紙

広
報

n0765-83-1100 朝日町役場・〒939-0793富山県下新川郡朝日町道下 1133

今年が最後の田植えτす
一大家庄小学校で学校田の田植え一

自然に制しもうと大家庄小乍校の児童たちが5JI 6川、学校田で制植

えを行いました。学校田は｜附手｜｜川イl＇の校舎完成と 111)I時に｜井j墾し、今年の

田植えが61111111。ln'J校は米年の4Jlに山崎小学校と統合するため、出納え

は今阿が以後となりました。

この口は、小学4年生から 611.：’｜ミまでの77人が泌にまみれながら、一

本一本ていねいに市を植えました。

9 J-l .}.11Jに稲刈りをし、 lOJ J ぶの開校記念学習発表会で家族を招き、

赤飯などにしてI味わうことにしています。
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⑤広報あさひは資糊穫のため湾隼紙を使用しています
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町民税 ｜ 固定資産税 ｜当状と
4万8,311円 5万8,627円立 況

その他

1, 173円
軽自動車税

1,557円

目T債 の状 況

( 1)借入先別 (2）目的別
開冨1柑 lk；園低金

区 分 金 額 備成比

一般 会計 哩5 万円 % 
62 .121 87.0 

総 務 債 4哩2.656 5.9 

社 会福祉慣 5.062 I 0.7 

保 育所慣 5,920 I o.s 

／総罰 ゆ
農林水産業債 5唱8,564 I 8.2 

〈；？！？ベ
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公 営 住 宅 慣 ー 5.7 4 997 
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教 債 321,300 44.7 

町有財産の状況

町たばこ税

4,931円

軽自動車税一一一一一－
2,627万円 （100.0%)

町たばこ税
8,322万円
'(sS.6%) 

の報告
予算額

19億3,398万円
（収入率%）

平成 9年度財政状況

条例により、町の財政状況を 1年に2回、町民のみなさんにお知らせすることに

なっています。今月号では、平成10年3月31日現在における平成9年度予算の執行

状況をお知らせします。
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民生資111億＇2.205万円（97.4%)

教関 ~11 億1.0§3万円（町%）
総務質i10億9.3)1万両宙万荷

西
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ーヨヨ
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27像文112万円4盟主笠リ地方交付税

(5慨回O万円但笠L'IBJfl

3億6.292万円＜100.0%>I縁起金

抑制万円（重罰分担金負担金

l織116万円（100.0留 地方滋明

区 分 金 額 禍成比

災害復旧債
方司

1.3 8.967 

臨跨財政特例優等 5哩6,606 7.9 

その他事業｛資 5, 139 0.7 

その他会計 9曙3.431 13.0 

山崎髭 療所 1.045 0.1 

鰯易水 道 7,064 1.0 

下 水 道 880 0.1 

あさひ総合病院 8唾4.442 11.8 

特別 会計
歳 入 歳 出

予算 額 収 入済額 収入率 予 算額 支出済額 支出率

国 保 ~ 与 言十 11億4,553万円 9億6,190万円 84.0% _ 11億4.553万円l9f:患5.129万円 83.0% 

老人保健医療 会計 21億8,716万円 19億6.220万円 89.7% 211:意8.716万円l20 （~6.480万円 94.4% 

診 療 商 ~ ト 計 7,520万円 5,495万円 73.1% 7.520万円！ 6.041万円 80.3% 

簡 易 水 道
.c. 

計 4.520万円 2.384万円 52.7% 4,520万円l 3,785万円 83.7% Z三

下 水 道 ~ 言十 2億 1.180万円 4守997万円 23.6% 2億1.180万円 6.862万円 32.4% 

用 地 取 得 .c. 言十 1億6.087万円 l 1万円 0.0% 1傷6.087万円 1{!2.003万円 74.6% :z;; 

用 7jく .c. 
計 571万円 l 553万円 96.8% 571万円 329万円 57.6~一→｜ :z;; 

奨 会ヲ同ー 資 金 ~』:;: 計 39万円｜ 39万円 100.0% I 39万円 38万円l 97.4 I 

路支出会 7億7.799万円（0.0%)

融 資11億2.219万円（73九）

土木賀 16億4.009万円｛602%)
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｛グラフの滋債は予算額とそれに対する敏行事（%）を表しています｝

｜圃彊－II闘璽幽町四

土 地 647,515m2 建物 88,302m2

：：~ltt=:i 

有価証券 2億6,620万円

出資金 2億3,846万円

皇室積立金

42億7,312万円

企 業 会 計 歳 入 歳 出

（あさひ総合病院） 予 算 額 収 入 済額 収入 率 予算額 支 出 済額 ｜支出 率

リR 益 的 ~~ 支 26偲1.304万円 25億8,217万円 98.8% 26億 1.304万円 25億6,724万円i 98.2% 

資 本 的 ~x 支 H愈9.294万円 1億9.294万円 100.0% 21！意5.768万円 211愈5.765万円｜ 99.9% 

計 28億 598万円 27倦7,511万円 98.9% 28億7,072万円 28億2.489万円i98.4% 
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町営中央プール開場のお知らせ
O期間 6月2911l灯）～9H61JlUl

0時間午前9ff寺～正午

午後］11寺～午後61時

※プーjレのきまりを守って、楽

しく安全に泳ぎましょう。
巾央プールに｜則するおm1~ 、合わせは

'-t.涯学習課（公役財内線323）へ。

事見日町 長 柄

ます。指示を受けた判内皆は内

符を十分にw刑務川・検汀し、吋能

なものから対応していきます。

また、対応の仕方については、

使りを寄せた人にお知らせして

了解を得るようにしています。

さらに、その中で皆さんに広く

かかわる問題については、広報

あさひの中でも紹介していきま

す。

私たちの町を良くし、育てて

いくのは皆さん一人ひとりの怠

μです。あなたからのお便りを
お待ちしています。
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• ll!lb:：体向大会テニス｛ー鮫）
・北日遜バレーボール強化大会
・ 目T~述ゲー トボール大会

・務i川11!!1え中学大会
バスケットポール I91J(金1・20111IJ 
剣道 2011 （わ
柔道 2011 ( 1:1 
ソフトテニス 2011 11・.1 

・ ~，＼民スポレク大会（グランドゴルフ）
2111 (Ill 

• Im民体白大会（中学）
バスケットポール，バレーポール・ゑ泊

・Im民体育大会ピーチポール（一般）

911(火）

%、
こっそ しよう~iう

骨組軽症にはカルシウムを？
こっそしようしよう。高齢化

社会が近づく中、舌をかむよう

な名前のこの病気が近年注目さ

れています。骨組懸症は年齢と

ともに骨が薄くなる病気で、高

齢者の骨折原因の大部分を占め

ています。

実際、外来患者さんに骨の密

度を測る績査（骨塩定量）を行う

と、骨粗軽症の患者さんが多い

のに驚かされます。このような

患者さんには、薬や注射などの

適切な治療を行うとともに、 食

事でカルシウムをとること、日

光浴をすること、適度に運動す

ることを勧めます。しかし、実

際には治療を行っても骨の量は

急に増えるわけではなく、増え

るまでの間に転倒し骨折する方

もおられます。

そこで、自分が骨粗懸症と診

断された方、あるいは家族に骨

粗転症の方がおられる家庭では

ぜひ、次のことに注意してみて

ください。

①室内を整理整とんし、カーペ

ットのゆるみなどを作らない。

②階段には手すり、滑り止めを

つける。

③廊下、階段などの足下を明る

くする。

④浴槽には手すりをつけ滑り止

めのマットを敷く。

⑤外出するときには安定した託

とステッキを使う。

これらの注意は転倒を予防す

るもので、骨組転症による骨折

を防ぐ憲妹で骨粗懸症の治療と

同じく大切なことです。

・調．6月19日～7月10日までの月曜日と金曜日（7回コース）午後7時～9時 ＠場所 サンリーナテニスコート
初心者 ・初級者 ＠参加費 1.000円（保険料含む） ＠申込み朝日町テニス協会事務局ft83-1022（！＆綴）まで・テニス教室 g~：

臨調’
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国の補正予算が決まり、速報 i
が届きました。農林水産省でも

“環境 ・新エネルギー”“高齢化

対応への福祉”“情報通信の高

度化”などなど…。都市の理論

による公共事業削減が進められ

ているようで、誠に残念でなり

ません。ただ、公共下水道事業

については予算がつくと予想さ

れます。

現在、我が町ではいくつかの

問題があります。人口減少では、

主要産業の撤退がありました

が、それにともない新会社も設

立され、将来の希望がもてまし

た。また、各橿事業はすぐにで

きるものではありません。i町の

総合計画作成時ごとに町民アン

ケート等で、町民の声を聞きな

がら事業に取り組んでおりま

す。

次に高齢化が進む中、特別養

護老人ホームの待機者が多くな

っています。しかし、県から国

へ要望がなされないのに造るこ

とは大変困難な状況です。また、

図書館が不便だと耳にします

が、図書館を建設すれば今まで

の建物の利用方法や財掘はどう

するのか…。

理組と問実はかみ合わないこ

とも当初がらあります。しか iいめ写｛rrr ご ~I日：~~ ~ ~ 雇 令。） ~ ~ 月れれ辺町宮臨
し、私は4、 5年先を見すえな い イ、 ~＇i ；~ tl~ t ~ ； 単語 1n 宇 ~： ~ I I 111( ~ I I ~多 it ft~ 〕窃
がら町政の運営に取り組んでい lきラ多川Itト拘 l係 11i齢 に占けろ BH Iここし対 唄

；~~l1~~~1.1r；~： ド 111in~t1 ~ ； ~~u:BfBui i J iをま Pi凶 凶 送 7場。 づ IIす市 卜l ン だは lllf
てくださる様お願いします。 ！ しさの＃つ 9総 ｝J住 るは 円 まつ長

(5月15日記） I せた子ん ヨ 券て 3 務 15所 つ 6 は 辺
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の
つ
ぶ
や
き

ちたもど’
』（ザ

リ
ガ
ニ
さ
ん
元
気
で
ね
〕
宮
城
児
）

川体
行
川
で
削
内
し
て
い
た
ザ
リ
ガ

ニ
が

一
件
死
ん
で
し
ま
い
、
同
一
胞
に

州
め
ま
し
た
。

T
よ
「
ザ
リ
ガ
ニ
さ
ん
、
土
の
中
で

偉
いき
っ
し
ゃ
い
ね
」

保
母

「そ
う
ね
。
土
の
中
で
生
き
返

る
か
も
ね
」

T
，ょ

「
う
ん
。
き
っ
と
生
き
返
る
よ
」

k
i
一ト〈
に
の
ぼ
っ
て
い
く
か
も
ね
。

そ
し
た
ら
仰
峨
お
る
も
ん
ね
」

T
J
『そ
れ
も
そ
う
か
も
し
れ
ん
ね
。

ザ
リ
ガ
ニ
さ
ん
パ
以
で
ね
」

〔
コ
ー
ヒ
ー
の
お
昧
は
〕
（5此児）

プ
ー
ル
の
水
を
ま
ま
ご
と
の
コ
ッ

プ
に
人
れ
て

S
よ

「先
生
、
コ
ー
ヒ
ー
ど
う
ぞ
」

保
付

「あ
り
が
と
う
。
あ
l
お
い
し

い
」
と
そ
の
ま
ま
返
す
と
。

s；ん「
先
生
、
だ
め
鉱
ん
ど
ら
ん
に

ます

ネ宇
3宮

~！ tがf:i:_;z

（？） 

i走pメ古主（γ
寸

<fi－~ ひ、〈司 C

アぷ
＿／弱堂、，

''i/・た
ム；； 

1-~ 
L // 

企Pirl氏 （J5) 

・調E

可V砂あそび （宮崎保育所）

一一寸か
あ

l
」

保
付

「あ
っ
、
そ
う
や
ね
｝
と
飲
む

ふ
り
を
し
て
水
を
傾
け
て
少
し

ず
つ
守」
ぽ
し
ま
し
た
。

s
i
「飲
ん
だ
っ
・
辛
か
っ
た
つ
・｝

似
内

「半
く
な
い
よ
。
ち
ょ

っ
と
汗

か
っ
た
よ
」

s
i
「
ふ
ー
ん
。
円
か

っ
た
け
」
と

納
向
し
た
よ
う
で
す
。

〔カ
タ
ツ
ム
リ
〕
（3
仇ル
）

同
一
回
で

f
供
た
ち
が
カ
タ
ツ
ム
リ

を
さ
わ
っ
て
い
ま
す
。

R
i
「
ぬ
る
ぬ
る
の
と
こ
ろ
っ
て
、

シ
イ
タ
ケ
み
た
い
ね
』

s；
「ナ
メ
ク
ジ
み
た
い
や
よ
』

K
く’
A

「カ
タ
ツ
ム
リ
っ
て
川
県
の
中
に

入
っ
た
ら
、
ね
ん
ね
す
る
よ
。

も
う
、
お
や
す
み
な
さ
い
っ
て
｝

~~~ 

-
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t
刊

o人をいつくしみ o人を理解し

とのID＼が社会福従のID＼である。

。人を愛しo人を信ずるo人をいたわり
くらしの情報室

ふくし

社会福~協議会だより

朝日町社会福祉協議会は、

皆さんと共に地域の福祉

向上を目指す民聞社会福祉

団体です。

場所 朝日町福雄センター内

平成9年度
決算
＆ 

事業報告

平成9年度朝日町社会福植協議会一般会計決算

I制す ：｜可

S
F
一

長
一

.l/x ＿，，ヨL
24,841,970 

会費

宮 83-1100朝日町役場

宮 83-0576

地
蛾
福
祉
の
充
実
の
た
め

こ
の
よ
う
に
使
い
ま
し
た

も~of。． 

ιモ針。
も，Q'

L旦L笠Z
司直務費

広報雷発資
地I量得総活動推進膏

ボランティアセンター賓
心配ごと相議所運営費

在宅福祉活動錐進費

。i。
’i,'V 

~. 90／。
似ロ・

5,573,200 

持自助金

nu

－
 

戸口
一内。

－
刊
二
費

3
一
銭

＆
一
軍

1
・
念分配金冨

帯同
一

共

積立金

11,429,413 

共同房盆配分金

2,764,378 

ー・入金

朝
日
町
の
職
員
を
募
集
｛
ま
す

朝
日
町
の
職
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

mm用
予
定
人
員

マ
一
般
事
務
（
上
級
）
務
「
十
・
名

マ
楽
剤
師

l

名

マ
む
滋
婦
（
土
）
若
干
名

マ

運

転

手

若

干

名

受
験
資
格

マ
一
般
事
務

附
利
灯
年

4

ハ2
円
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
六
円
子
を

卒
業
ま
た
は
米
作
3
川
年
来

す
る
見
込
み
の
人

マ
山
梨
削
附

附
和
訂
作
・

4
パ
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
中i
該
免

許
を
れ
す
る
人

マ
行
渡
印
刷
（
上
）

昭
和
m
M
年

4
川
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
当
該
免

許
を
有
す
る
か
来
年
4
月
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
人

マ
運
転
手

昭
和
幻
年

4
月

2
H
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
普
通
自

動
車
及
び
ト
八
型
自
動
車
の
第

1
樋
免
許
を
有
す
る
人

そ
の
他
の
条
件

一
般
事
務
及
び
巡
転
予
は
川

内
に
住
川
を
山
れ
す
る
か
宇
業
等

の
た
め
に
似
山
し
て
い
る
人

採
用
時
期

マ
一

般
事
務
・肴
議
船
（
［
）・

巡

似

千

平

成

川
年・
4
川

マ
薬
剤
師

一平
成
叩
作
9
川

試
験
の
日
・
湯
所

マ
一
般
川ド
務

・
一
次
試
験
ア
川
山
口
川

県
立
高
山
高
等
学
校

．
．．
次
試
験

9
川
上
旬

朝
日
川
役
場

・
巡
転
手

朝
日
町
役
場

円

v
肴
議
鮒
（
士
）

9
川
上
旬

門

v
薬
剤
師

7
月
上
旬

受
付
け
期
間

平
成
凶
年

6
月
1
日
間
か

ら
6
月
旧
日
悩
ま
で

役
場
総
務
課
で
受
付
け
ま

す
。
詳
し
く
は
総
務
課
人
事
係

（合
役
場
内
線
2
1
5
）
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 朝

U
町
役
場

ありがとう
d弘あたたかい志
醤ζぅ： ω聖月日町善意舘行
~ (4月11日～5月20日）

0 ，，－徽l己 とく名さんから

43.0001'1 

0 1・償｝己 防J耳IJii'Iぶさんから亡

ちと鶴造さんが’1・J)ljお 111:,1.f;にな

ったお礼として I00.0001'1 

制
川
町
H
N
会
副
社
協
泌
会
の

一川

m
H会
が

5
川
お
け
に
開
山
肌

さ
れ
、
平
成
9
年
度
以
来
制
竹
、

決
算
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
収
支
決
野
は
、

収
入
が
2
4
8
4万
1
9
7
0

円
、
支
出
が

2
3
5
6万
7
8

7
7
円
。
ゃrk
叶
き
｜
2
7万
4

0
9
3川
は
EY
成
問
年
度
に
縦

り
越
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ト
文
山
の
う
ち
ド
な
引
業
伐
に

つ
い
て
は
、一
仙
川
悦
活
動
の
育
成
、

地
域
福
祉
活
動
事
業
、
補
祉
ふ

れ
あ
い
教
室、

制
祉
機
慌
の
貸

付
け
な
ど
地
域
一削
祉
活
動
推
進

に
6
9
3．力
8
1
8
2円
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
尚
収
録
、
あ
っ
せ

ん
、
相
談
、
「
ハ

ー
ト
フ
ル
朝

日
」
の
発
行
、
入
門
綿
州
の
開

催
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
に

5
9
6
－カ
2
3
9
6
円
。

社
会
福
化
大
会
の
削
俗
、
ひ
と

り
暮
ら
し
醤
人
ふ
れ
あ
い
ラ
ン

チ
サ
ー
ビ
ス
、
成
ぶ
た
す
け
あ

い
事
業
な
ど
共
川
町
外
A
心
配
分
令

引
業
に

4
3
3．力
5
3
4
8川

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成10年6月分
ホット求人情報’U

警
察
官

ー
若
い
情
熱
を
郷
土
の
た
め
に

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
｜

試
験
区
分

箸
察
官
A
、
婦
人
饗
察
官
A

受
験
資
格

昭
和
的
年

4
月

2
日
か
ら
、
昭
和
位
年

4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
ま

『くらしに生かす
介護教室』

一受講生募集－

平
成
山
年
度
自
山
県
社
会
初

枇
協
議
会
、
福
靴
カ
レ
ッ
ジ
の

協
h
M
を
得
て
「
く
ら
し
に
生
か

す
介
波
紋
一
ご
を
開
似
し
ま
す
。

。かんぽふれあい福祉機器展
9同24日同～9月29団側－アスカ

。朝日町社会福祉大会

9月29日(:k.)・アゼリア

!'l理 求人組縫 年齢
賃金 性 ~.（策1屠所 録用 演椅経験

醤号 ドれI>. 1'11 持4 休 自 人数 免 E年 等

筏術者及び 18才～ 130.000～ 
男

鈎．月山
2 

高卒以上＜II気科｝
後術者見留 35才 180.000 包祝他 普通免静（過動用）

2 区議品の曾業綴禿
22::t～ 220.000 男

制．泊 大雪岸卒
40才 日揖、他 l土曜8再3包｝ 普通自勘車免許

3 嘗
25才～ 163.100～ 

男
紛．泊

普通自動車免許以上Ge エ 40才 349.500 8、第2土曜日、他同1@

4 土木 作 潔員
25才～ 235.000～ 

男
~n. ro川新

3 省通自動車免許60才 260.000 自他｛斜里力レンタ備による｝

5 自 動 車 窃 備
18：：）＇～ 161.000～ 

男女
甥月山 自動車艶備士資格

30才 202.000 8他｛年Eカレンターによる｝ 取得者優遇

6 震機オベレーター
60才 280.800～ 

男女
甥笹川

縫車妓両能騒稽系を注応額の有機土す結木る運現伝i人轟
以下 345‘600 自他（草島力レン7ーによる｝

7 営業社員
30才～ 172.000～ 男 事時繍尾 2 高卒以上
45才 222.000 女 自他（年間力レンターによる｝ 2 笛過自動車免許

8 ー般事務
30才～ 130.000～ 

女
鶴．：呂保 パソコえン、 ワ車るー 7ロ

40才 150.000 目視他 ｛第2・<1土壇自｝ 鼠量通自動 免入跨

9 縫 ~ 
25才～

120.960 女
靭伎町

4 不問工 50才 自祝他

10 ホール係浸ひ調理 18才～ 800～1.000 
古え

銅 ；自
2 本間勤手（／tート） 40才 (8事問総） 月他｛第1・3火縁日）

有Z属~ ~Q)年雇船主跡事議
た
は
女
子
で
、
大
学
（
同
州
大
を

除
く
）
俗
業
従
ま
た
は
平
成
川

作
3
H円
に
卒
業
見
込
み
の
人

受
付
け
期
間

6
月
刊
日
附
ま
で

第
1
次
試
験
日
・
錫
所

7
月川
M
H
m

県
立
箭
山
高
等
学
校

受
験
申
込
み
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
朝
日
削
交
喬
（

g
m
’0

4
3
0）
円
以
ぴ
各
段
任
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
の

合 I京人情報ー覧袈lもご利用ください．
合くわしいことは、魚沼公共磁業安定所鶴自分譲 君82-0198へお問い合わせください。

日
時
及
び
内
容

①
6
川
初
日
仰

い
む
人
の
か

ら
だ
と
心
の
以
一
般
知
滋
（
活
必
）

②
7
川
9
H
ω
家
…
随
行
必
の

実
際
、
応
急
的
問
の
方
法
川
市
の

介
護
苓
際
技
術
（
災
自
）

＠
8
片
山
日
山
川
家
庭
行
渡

誠
一
州
、
富
山
県
介
授
実
習
セ
ン

タ
ー
で
の
川
義
及
び
災
関

対
象

定

H
は
初
中
引
間
何
度
、

山
本
憾
の

eMた
き
り
芭
人
的
γ
附山川口

行
の
介
泌
を
し
て
い
る
米
政
以

ぴ
行
設
に
附
心
の
あ
る

J

ん

受
講
料

無
料

申
込
み
締
切
り

6
月
日

H
m
ご
ろ
ま
で

問
い
合
わ
せ

相
川
町
社
会
稲

川
肌
協
品
会
（

8
m
’
0
5
7
6）

。朝日町ボランティアの集い
10月16日（剣 ・アゼリア

。寝たきり老人ゼ口キャラパン事業
10月26日（月）－アゼリア

詳しいことについては、広報、ちらし等でご案内します。

国
国
園

年
金
の
振
込
み
通
知
書
は

年
1
回
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
年
金
の
桜
込
み

通
知
H
U
は
、
年
6
川
の
支
払
い

け
ご
と
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、

Jr
成
川
作
成
か
ら
作

l
川
の
送
付
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
こ
の

6
川
に
辺

ら
れ
て
く
る
桜
込
み
辺
知
H
M
の

み
と
な
り
ま
す
。

午
令
の
lx払
い
円
は
、
今
ま

で
ど
お
り
2
・
4
・
6
・
8
・

m－

w一
川
と
交
わ
り
ま
せ
ん

3

年
金
の
振
込
み
の
般
認
は
、
迎

帳
の
記
械
に
よ
っ
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

こ
の
振
込
み
通
知
み
の
簡
略

化
に
よ
り
、
年
間
4
5
6億
円

の
経
費
が
節
減
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
年
金
額
の
改
定
が
あ

っ
た
場
合
は
、
そ
の
都
度
、
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

・図園・回・



E
ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習

山
川
川
山
以
久
竹
帆
於
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
は
、
州
峨
職
令
〆
印

刷
刊
す
る
火
作
会
対
象
に
、
ワ
ー

フ
ロ

U
術
開
州
例
会
を
川
似
し
ま

す日
時

ア
川
9
川
和
か
ら
8
け

川
日
川
ま
で
（
川
中
川
辺
川
）
午
州

9
叫
か
ら
午
後
3
時
ま
で

会
場
山
九
州
州
版
業
能

h
問
符
セ

ン
タ
ー

定
員

muh（
別
問
中
に
中
込

み
さ
れ
た
し
ん
を
川
’
山
郁
に
近
々
）

内
容

ワ
ー
プ
ロ
険
・
μ
3級
白

山
間
以
仰
を
け
射
す

M
Aと
技
能

〉

1
1
r

υ
，l

”ト

申
込
み
先
川
…
岬
仰
い
巾
就
業
相
川
州

コ
ー
ナ
ー
｛念
日
’

－
6
U
U
4
）

申
込
み
期
間

G
川
は
日
め

か
ら
6
川
部
H
AW去
で

受
稿
料

加
料
｛
た
だ
し
牧
村

仰
は
は
れ
l
」
れ
判
｝

くらしの情報室

%183-1100 朝日町役場

お
知
ら
せ

宅主力、よ し IZii:J属
一育 児相談ーお

rさ
ん
と

．
紡
に
、
川
陣
内

所
で
逆
ん
で
み
ま
せ
ん
か

日
時

7
H
U
H
H
K午
川
O
川

泊
分
か
ら
け
吋
泊
分
ま
て

A
Q
E

湯

川十川部川凶行川－山一一川・村山｝

対
象

保
行
川
人
川
前

ω礼
幼

児
と
説
、
家
紋

内
容

F
滋
び
、
剛
山

f
仏印刷叩‘

砂
遊
び
、
行
犯
州
市
必
な
と

－T
参
加
仰
は
は
肌
判
今
後
は

川
川
と
け
川
に
実
胞
の
子
山

黒部保健所管内
地場精神保健推進協議会

公開フォーラム
思春期のゆれる心を考える

一多発する暴力事件を通して－

Oコーディネーター

日1l1ili民術院精神科級以 占卒；

Oコメンテーター
〈？？療） ：＃.郁容警告訴ー

生活安全諜係長 l長！l リ｝：さん

〈’下校〉正中午校長 1'::i城 修身さん

〈家庭〉羽lHllTPTAi:.!!絡協議会lHl~！ ll.:
ir'I水ゆかりさん

U()11 

青少年育成県民運動推進指導員
－ご存じですか？あなたの地区の指導員一

SJ l11f orr1 Livi 

推進指導員は、地l現に根ざした青少年脅威県民総ぐるみ運動の

推進役として、各地包に 18配置されています。

青少年の育成に関する相談ごとがあれば、お近くの指導員に気

軽に声をかけてください。 P,ljlf｛（先生

ロlI H.? 6月20U( IJ 午後20.~～31時30分
口会場制日村役場4階大ホール

※人I誌はnmですe多数のご来湯をお待ちして

おります。

お
世
話
い
た
だ
く

指
導
員
の
皆
さ
ん

境

地

似

水

島

議

官

u

－V
川
崎
地

R

b

小
鳥
附
美

笹

川

地

医

小

林

栄

泊

－
似

地

区

川

崎

似

一

泊
・
：

収

地

区

山

川

義

光

山
：
・
収
地

K

畑

山

以

造

・
九
筒
此
地
M

納
野

HZr
Q

K
U
川
本
山
略
式
．
げ
川
中
川
…
，
J

1
i
t
－

－

1
J

l
d！
 

州

制

地

．

帆

必

沢

同

大
・
米
山
地

μ

門

川

光

犬

ご
み
と
資
源
物
の
状
況

ご
み
の
州
以
・白
川
化
を
航

巡
す
る
た
め
、
今
川
り
か
ら
刈

川
の
「
ご
み
の
総
緋
山
川
」と

「
白
川
榔
物
の
川
収
総
川
ご
の
状
川

を
述
雌
慨
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た

こ
の
グ
ラ
フ
を
参
々
に
し
て

い
た
だ
き
、
九
／
筏
ち
ご
み
の
減

川
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
准
め
る

た
め
、
怖
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の

協
力
と
地
域
で
の

M
M的
な
取

り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す

な
お
、
ご
み
総
州
山
川
付
比

グ
ラ
フ

ω平
成
討
作
．U
は
、
ご

み
山
氏
抗
心
制
神
人
州
の
作
・
山

口
似
物
川
似
総
ハ叩
け
川
比
の
ク
ラ

フ

ωγ
成
7
作中
山
は
、
山
口
川
刷
物

川
似
合
開
始
し
た
げ
い
は
で
す

指
導
員
の
主
な
活
動

l
、
地
域
ぐ
る
み
円
少
年
行
成

川
仰
進
体
制
の
蛸
配
備

2
、
「
家
出
の
け
」
の
作
品
店
な
ど

H
H
少
年
行
成
川
ゆ
か
の
山
内
仏
以

3
、
H
H
少
年
活
動

・
グ
ル
ー
プ

活
動
の
奨
励
・
娘
助

4
、
地
域
照
的
棋
の
浄
化
活
動

で
す
よ
め
引
の
万
は
、
中
l
H

7
1
、J
J
’

：
i

、

h
J
M

ハ
ハ
よ
t
，L
く
λ
さ
L

四
町
県
民
税
の
納
期

変
更
に
つ
い
て

総
AHuwoMH川
明
引
に
お
け
る
悦

川
上
の

mw叫
に
よ
り
、
川
山
川
比

Mm
の
判
削
減
税
が
%
仰
さ
れ
ま

す
‘こ

凡
こ
下

、、

ド
戊

0
・ド

、J
d
l
i
L

、
i
l
f

皮
の
川
以
以
脱
却
l
則
分
の
納

則
が
6
川
ぶ
か
ら
7
川
ぷ
に
変

史
に
な
り
ま
す
。

な
お
、

2
期
以
降
の
納
期
に

つ
い
て
は
、従
米
ど
お
り
で
す

A

却
し
い
こ
と
は
脱
政
削
減
（
会

役
均
州
綿

1
2
1
）
へ
お
川
い

冶

l

、，，ふヰ，、ご場匂
4

・、

。

’A4
4、
ノ
、
会

JL4C
L

6
／
7
1
6／
悶
は

危
険
物
安
全
週
間

『
安
全
は

日
々
の
気
持
ち
の

積
み
重
ね
』

だすで
をにこ
折IiH (}) 
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｜する 1111
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匂 t::iI後
6月9日（火）まで町内の金敵機関、農協 1-1拘物

リリIIゴルフセンター、槻山ゴルフクラブまで ｛内との
｛に符｛京

朝日町民ゴルフ大会
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町
児
童
手
当
を
支
給

山中
J
に
以
っ
き
、
ゴ
凡
院
本
以

ω山
恨
の
保
A
V
H
に
川
市

F
巾
1

令
h

’A
給
し
て
い
ま
す
（
た
だ

し
所
叫
制
限
か
あ
り
ま
す
）

A
仰削
U

杭
れ
は
印
鉱
と
辿
耐
帆
を
持

参
の
う
え
、
役
場
他
出
制
批
刊
州

地
凶
悩
Mm係
（
公
務
付
は
勤
務

先
）
で

F
H杭
き
を
し
て
く
だ
さ

ま
た
、
制
紅
児
島
川
子
中
ー
を
受

け
て
い
る
人
は
「
児
栄
子
市
I
現

泌
尉
』
を
拠
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
e

受
給
血
れ
に
は
記
入
川

紙
を
法
付
し
ま
す
の
で
、
折
返

の
則
H
ま
で
に
拠
川
し
て
く
だ

さ
い

中
え
飽
さ
れ
る
む
の
で
す

v

な
お
、
町
内
引
業
所
や

一
般

家
出
に
お
い
て
も
ガ
ソ
リ
ン
、

灯
油
な
ど
の
危
険
物
の
貯
政

・

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
十
分

沌
怠
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い

町
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護

看
護
婦
等
に
対
す
る
害

状
贈
呈
に
つ
い
て

先
の
大
戦
に
お
い
て
戦
地

η

に
派
辿
さ
れ
、
戦
川
向
性
鋤
仰

に
附
さ
れ
た
川
H
4亦
卜
下
札

制
刊
泌
行
必
い
州
、
被
び
に
川
仙
川
山
川

市
従
川
市
行

A
Mの
う
む
出
ハ
山
給

付
命
ド
ボ
バ
一
給
行
の
ん
に
付
し

て
、
内
聞
総
削
州
大
刊
行
の
札
口
状

を
間
引
い
た
し
ま
す

な
お
、
必
ボ

H
H

け
の
川
紙
は
、

日
山
以
外
礼
会
制
批
淑
及
び
日
本

み

l
ん
「
社
日
山
県
立
・
4
岬
に
川
い

て
あ
り
ま
す

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

外
地
に
お
け
る
勤
務
経
験
を

れ
し
、
加
算
化
・
を
合
め
た
勤
務

則
間
が
ロ
作
木
満
の
川
川
上
中

必
ト
ネ
H
N
救
護
行
制
縫
い
則
及
び
川

陛
泌
市
従
市
行
必
い
附
で
あ
っ
た

万
た
だ
し
、
川
本
同
衡
を
れ

す
る
μn
で
本
人
限
り
と
し
ま

す
。

摘
求
轡
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送
付
先
及
び
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せ
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l
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卑
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府
民
管
埋
宅
業
務
偲
中
」
（
念
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5
8
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4
7
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i

〉

f
－－

－i
l
－
－
；
，

M
H

と

抗

れ

州

五

MAr－－A
州

な

い

と

う

派

内

版

州

ぶ

は
だ
か
の
小
卸
小
川
州
八
卜
k
H

フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
の
仲
間
た

山
上
中
山
戊
行

，h
上小中刊んど

J
 

b
e
 

ト八
川
の

a

滴

（
小
説
）

容
の
尚
縦
刈

御
前
か
わ
せ
み

が
れ
弓
佼

グ
ラ
ン
ド

・
ミ
ス
テ
リ
ー

山山山以

J

平
成
時
削
釈
山
品
川
山
川
伝

州
V
枕

死

の

泉

山

門
川
間

r

什
刊
が
鳩
れ
て
し
ま
う
前
に

白
川
雄
彦

諜
将
山
本
勘
助
（
卜
ト
）十

州
郎
幹
脇

山
地
災
死
刑
即
日
稿
凶
樹

山口
．戦
似
行
｛
上
下
）
麻
中
幾

－フ

・
ロ
シ
ュ
フ

l
コ
｜
公
問
削

t

i

l

t

－－ 

V
訓

i
州
E
E
I
u
h
u
m

1
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ゆ
ら
ゆ
ら
と
げ
か
ん
で
川
え
て

い
く
・ト
川

に

川

村

縦

ど

み
ん
な
の
柑
税

林

μ
mf

本
の
紹
介

ク
リ
ッ
ク
い

佐
棺
眼
球
彦

パ
ザ
l
ル
で
ご
ざ
l
る
か
ら

l

Q
ま
で
、
新
し
い
発
忽
で

次
々
ト
八
ヒ
ッ
ト
を
似
ん
で
き
た

以

H
Aが
、
研
ぎ
治
ま
さ
れ
た
感

性
と
潔
い
文
体
を
も
っ
て
附
い

た

『
組
』
一
知
編
集
。
独
特
の
制

点
や
、

ハ
ッ
と
す
る
ほ
ど
か
わ

い
い
災
し
い
ぷ
引
が
、
心
の
ど

4

」
か
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、
析
し

い
窓
を
ひ
ら
き
ま
す
。

。
ご
得
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

『挙
協
な
賀
川
』

他
団
附

凶
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

~回シャーミンさんの記念泌演なと内gコラーレ（黒部市｝会u;;6月11日（木｝午後18寺～

無料
日時

。入湯

：｝仁

。全国水環境フォーラム

i!..'i 

嘗察では、密出入国事件を防止するため、 j台湾鐙戒を行っています。釣リ、滋歩、ドライブの途中に海岸で、あ
やしい紛を見かけたら、すぐに110 おしてください。

。密航者の発見にご協力を－・



札
咽且

⑧
也

『蛭谷に大火発生』

愛

の

献

血

宮 83-1100

ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
行
名
｛

4
川
－X
胞
分
、

合
印
は
側
M
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は

m
M献
血
者
）

境
地
区
会
水
島
覚
、
※
水
鳥
．
A

l
夫
、
※
水
山
川
丹
、
※
水
品

議
行

宮
崎
地
区
会
水
山
川
光

久
、
占
H
市
小
山

μ川
市
山
人
、
※
竹
谷
俊

範

泊
地
区
公
総
英
一
郎
、
公

営
城
太
二
、
※
大
村
治
、
※
久

野
ホ
利
任
、
※
似
池
光
必
、
※

卜
八
村
樹
、
※
仰
山
印
見
晴
子
、
※

仏
以
州
印
礼
子
、
※
ヴ
附
附
点
降
、
※

口
性
肝
詠
子
、
※
大
谷
和
級
、

※

加
雌
只
紀
子
、

※
平
柳
一
信
宏
、

※
一平
坂
口
美
、
※
一
」
」
川
尚
徳
河
、

くらしの情報室

健康インフオメーシヨン
問合せ：保健センター ft83-3309 

朝日町役場

※
山
崎
明
子
、
※
紋
原
総
司
、

※
山
川
通
代

五
箇
圧
地
区
公

｛十
仰
れ
山
小川、
A
H
州
川
川
（
什院大
、

A
H
浜
川
克
己
、
※
出
版
川
隆
夫
、

※
女
迷
万
紀
子
、
※
安
逮
晴
美
、

※
山
手
将
、
※
佐
渡
浪

商
保

地区※谷治犬、※敗け覚、

※しし．小川義、※（介川知HAH、

※L八点林栄f、※州内利f

山崎地区AHH附利ιJ、※小

杉嘉博、※ト八森雅子、※稲

術後、※九叩ι・仕草、大丸白

6月の音種相談
〈相談は無料です〉

1（月目） 
裁判所出張調停相談

10: 00～ 15: 00 制約l：センター

~火日） 
心配ごと相談

13: 00～16 00 制批センター

~火日） 
心配ごと相談 ・女性相談

13: 00～16 00 制祉センター

1p水）日
社会保険出張相談

10: 00～ 15；〔）0 役崎会議室

1~月）日 裁判所出張調停相談

10: 00～ 15・00 制tll：センター

1~火）日
心配ごと相談・行政相談
税務相談・人権相談

13 00～ 16・00 耐fil：七ンター

2~火）日 心配ごと相談

13. 00～16・00 制祉センター

24同日 社 会 保 険 出 張 相 談

10: 00～ 15: 00 役場会議室

3？火）日
心配ごと相談

13 00～ 16: 00 ~I付｜｜：センター

小女粉 ....・・・・e ・・・適量

。~ .岨・・・ ー・－ •• II 

パン粉 ・・・・・・・・・・・・・・・II

揚ffilll・・・・・・0・・・・8 ・・・II

トマト ・かいわれ大棋など

ミックスチーズ（j行けるタイプ）
.... ・200g 

カニ身・・・・・・・・・・・lOOg 

..... [fl~ 卵白4・

小災事） ・・・・・・・・・・・・・k2 
校t,j............. j@IJt 

昭和27年6rJ17 

日、蛭谷に火災が発

生し、45棟の住宅が

全焼した。

f
、
上
中
川
口
介

大
家
庄
地
区

会
山
本
ト
八
如
、
※
大
久
似
万
引
、

※
作
山
紙
人
、
※
山
本
奈
紺
f
、

※十れ叫汁知
U

樹
、
※
沢
水
界
、
※

大
口
定
庁
、
※
石
帥
刑
制
H
日
、
※

出
水
川
際
正
門
（
以
上
回
u
h）

E
風
水
害
に
備
え
て

・
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
気

象
情
報
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご

山
立
を
。

－W
川
や
防
災
附
係
の
・
仏
加
聞
を
よ

く
聞
い
て
お
く
。

－
W
Uに
備
え
て
熊
山
中
従
幻
や

ラ
ジ
オ
な
ど
の
間
内
泌
を
。

－
非
九
日
巾
持
出
品
を
準
備
し
て
お

。

ノ
《
、

-r写真で見る朝日町のうつ
りかわりJより

交通事故発生状況調
4月末現在（ ）内は前年同月比

物損事飲

（~~J 

175 
{220) 

9 
(17) 

入善答察署

管内

休日救急診療当醤医諮甥～午後間

6月 7日（日） 伊東医院 告 83-0504

6月14日（日） 板東病院 fi83-2299 

6月21日（日） 高桜医院 fi82-0010 

6月28日（日） 橘 医院 Ins2-0191 

ガソリンスタンド休日当番店

6月 7日（日） 浜岡商店 fi82-0578 

6月14目（日） 中央農協 宮 83-1135

6月21日（日） 朝日石油 宮 82ー0661

6月28日（日） 大谷石油 fi82-0703 

事 業 名 月 日 $診E． 場
（対象者等） 受付時間

機能訓練 6) J 1611 （火）
保健センター

(Jj従事lj：後遺症背） 13・：oo～13・30

心の健康相談 6Jllll. 1511 
l良部保健所「約制で叩での受付lt 、ずれも（JJ)

けちします。（2l52-1224) 13.00～14.。。
痴ほう性老人の相談ち受けます

子育て教室 6J I 1211 （令）
保健センター（生後i～2か刈の必ちゃん） 13・30～13:40

とお母さん ※ 

3か月児健診 6J 12311（火）
保健センター( 1 o~r3J-J 生まれ ※） 13.30～13:40 

4・5か月児健診 6) J 1611 （火）
保健センター(I Oif I月’l：まれ ※） 9・30～lQ:OO 

1歳児健診 6J I 211 （火）
保健センター(9!-f4・5)-J午．まれ ※） 9・30～10・00

3歳児健診 6J 12511 （水）
保健センター(7i('.2・3日生まれ ※） 13:00～13:30 

育児相談 6J I 1711 （ノJ<)
保健センター（相談希望者 ※） 9:30～川.30

- 6年間～6年11月生まれの人
6J I 211 （火） 保健センター

※ 
13: 15～14・：30 初lnlは2＠桜鰻

5年6月～5年8月生まれの人
迫｝JUはlI！］接傾

日 6年12月～7年5月生まれの人
6J J 911 （火） 一 一本 ※ 
J 3: 15～14:30 

子｜約後種iま標準
目当

のrJ鈴を示して
A”‘L ' 

5年9月～5年11月生まれの人

います。標準の予 61事6月～6年11月生まれの人
6J I 1611 （火） Ji備を越えても防

※ ；妻 13: 15～14:30 受けられますの4重 51草12月～6年2月生まれの人
で、保健センタ

61手12月～7:qo5月生まれの人 6J !2611 （金） ーにお問L、合わ

※ J 3: J 5～］4:30 せくださL、
」－－＇ 6年3月～61手5月生まれの人 」

・
1
M
水
に
備
え
て
山
本
川
旬
以
川
ハ

は
、
小
久
令
いな
と
こ
ろ
へ
。

－
飲
料
水
や
食
料
を
数
日
分
健

保
し
て
お
く
。

・
危
険
な
十
．地
で
は
、
い
つ
で

も
遊
矧
で
き
る
慾
的
体
制
を

0

．
山
米
小
豪
州
な
ど
は
予
測
し
づ

ら
い
の
で
、
火
山
情
報
を
聞

い
た
ら
早
め
の
準
備
が
必
要

で
す
。
河
川
近
く
や
地
償
の

出
い
と
こ
ろ
で
は
、
制
心
の

汁川九
泌
を
。

①チーズは調｜｜かく切っておく。

②カニMlま1］＜気をl以り、ほぐしておく。

＠チーズ、カニ身、卵！質、小t:_粉を混ぜ、ポールにす

る。点ん111に校υ．を－tii.加える。

＠小去粉、 iおき卵、パン粉をつけ、 170℃ぐらいのiltt
でカラッと桜げ、うすく JI~をふる。

⑤！日lに＼l~ り i、fl］ 、 トマトやかいわれ大椴など野菜を添
える》

※ほ子手帳持参

llivin91 l1nf o『：rria1U1むII

。訂正 保健カレンダーでお知らせした日本脳炎1期初回2回目の7月26白
（金Hd:6月26日（金）の誤リでした。お詫びして訂正します。

。結後住民健康診断 ・塁本健康惨査の臼程は、平成10年度保健カレンダー
をご覧ください。

。健康体嫁教室及び健康相談（いずれも然盟蓄）は毎週金曜日午前9B寺30分
から保健センターで、老人福祉センターでの控室康相鉄は毎週火曜日午後1
時30分から、6月17日（水制臼）は纂詩集落センターでも行っています。

。栄資格談l立第2金際臼午前9B号30分から保健センターで行っています。

－・
朝日町

第2・第4土問日は外来イ木言書｛試行）です。
急患は夜間休自を問わず、24自寺刷いつでも受付けします。合83-1160あさひ総合病院

E季語要時間／午後ア時～午後11時
n54・0731

診療白／回線臼 ・祝日
所在地／尽きE市消防符向側新川地区休日夜間急患医療センター園周’



（会会4月届出分

広報係では、あなたの回りの身近な話題を侍っています（会83-1100

一一概山ファミリーランドにコイを放流一一

棚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
で
eh川

伝統の舞いで春を告げる
一一宮崎地｜天でfir:山焼一一

町
の
無
形
民
族
文
化
財
に
指
自記
さ

れ
て
い
る
鹿
山
神
社
の
容
祭
り
行
事

「
椛
見
舞
」
が
、
バ
円
．ニ
、
内
け
の

州
刊
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ん
ノ
午
の
川
り

T
は
小
字
－
一年小
L
か

t
i

4
1

｛
：

：
’
：
 

ら
門
年
小
ま
で
の
卜
．
．
 

人
。
引
の

r

は
山
鉢
迭
さ
紋
付
き
裂
で
、
や
り
を

F
に
明
社
な

「や
り
断
り
」
を
、
交

の

rは
H

化
か
さ
に
紫
の
船
り
そ
で
裂

で
州
を
T
に
僚
や
か
な
「
一M
W
い
」

を
打
衆
の
お
は
や
し
と
的
了
本
に
介

わ
せ
、
約
ド
U
．h
十
件
の
・家
々
を
川
り

ま
し
た
。

ま
た
、
今
凶
は
約
五
十
年
ぶ
り
に
、

壮
年
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
行
衆

踊
り
」
が
似
柄
。
じ
ゅ
ば
ん
姿
で
努

ま
し
く
踊
る
と
、
治
迫
か
ら
ト〈
さ
な

歓
声
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

自然あふれる
憩いの場に

ー、。
1
1

、

l
’l
l
 

コ
イ
の
放
流
と
化
的
が
納
え

ら
れ
ま
し
た
。

放｛、t・：リl
流 。llコ
し符分イ
たさ会や
後ん と 化

は N 1'1¥ 
.1:1¥ T は
に T I I 
コ ・，.；！； -1、
イ 111 公
(J刊文栄
今1'T1,1,: ・,u: 
，，~ カ l 1ll'i 
を討会

捉
に
浮
か
ぶ
小
山
に

ボ
ー
ト
で
修
動
。
キ
キ
ョ
ウ
な
ど
し
ハ

傾
類
の
化
的
、

約
百
二
十
株
を
柄
、
ぇ

ま
し
た
。

’N
然
あ
ふ
れ
る
棚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー

ラ
ン
ド
に
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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一宮崎浦のワカメ漁が解禁ー

浜一面に磁の香り

－M
K
P
 

J
 

i1'i 1）くlllf

h
x
H
 

a轟
S

-( 得5
5ζ 

野

型f

駅
付
き
ワ
カ
メ
と
し
て
人
気
の
あ

る
宮
崎
の
ワ
カ
メ
漁
が
五
月
十

μ
口

に
解
禁
と
な
り
、

浜一

一聞
に
は
磯
の

否
り
と
と
も
に
ワ
カ
メ
の
じ
ゅ
う
た

ん
が
仏
が
り
・ま
し
た
。

十
日
が
解
然
で
し
た
が
、

d
F
J

、eB

が
4
・ヵ

測
っ
て
い
た
り
、

胤
が
強
く
延
期
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
H
は
川
町
ぷ
に

ぃ
忠
ま
れ
、
午
前
川
時
す
ぎ
に
卜
九
位

の
小
船
が
ん
川
凶
と
と
も
に
山
地
。
以

い
刈
り
ざ
お
と
ル
小
銃
を
巧
み
に
仰
つ

て
掠
ら
れ
た
ワ
カ
メ
は
、

民
ニ
ト
い
ず

ら
れ
る
と
す
ぐ
に
芯
を
取
っ
て
ワ
ラ

～
枚
ず
つ
［
市
に
浜

以
に
ま
ぶ
し
、

辺
で
大
川
卜
し
さ
れ
ま
す
。

仰附
禁
初
円
は
約

一円
五
十
J
が
水

揚
げ
さ
れ
、
肉
停
で
柔
ら
か
い
も
の

が
多
く
、
品
質
も
上
々

η

しハ川
初
旬

－
』
＋
品
、

川
の
科
・
陀
日間
と
し
て
以
内
外

に
山
仰
さ
れ
ま
す
。
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国
体
の
成
功
に
向
け
て

｜
第
五
十
五
回
国
体
朝
日
町
実
行
委
員
会
の
設
立
総
会
｜

．
一0
0
0年
の
と
や
ま
同
体
に
向

日

て
十
七
日
、
役
場
内
階
ホ

l
ル
で

け
た
実
行
委
員
会
の
役
立
総
会
が
円

行

わ

れ

ま

し

た
。

圏

内

阜

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
に
う
っ
と
り

ー
境
の
謹
国
寺
、
春
の
に
ぎ
わ
い
｜

川
川
中
旬
か
ら
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
h
f
と

し
て
知
ら
れ
る
出
の
池
川
小
で
は
、

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
化
が
制
聞
を
迎
え
ま

し
た
。

約

一
ん
が
いん

υも
あ
る
・払
い
凶
州

に
は
、
色
鮮
や
か
な
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が

約
一
．
行
株
。
今
年
は
天
M
m
が
良
い
た

め
、
例
4
よ
り
る
十
川
ほ
ど
開
化
が

早
く
な
り
ま
し
た
が
、

訪
れ
た
人
た

ち
は
咲
き
誇
る
化
を
パ

ッ
ク
に
写版（

を
帰
っ
た
り
、
庭
闘
を
散
策
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

聞
』

守r；蕗55図図民体禽大会

朝日町実行委員会設立総会
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自
慢
の
の
ど
と
踊
り
を
披
露

ー
北
日
本
民
謡
舞
踏
朝
日
大
会
｜

朝
円
川
文
化
体
宵
セ
ン
タ
ー

『サ

ン
リ
l
ナ
」
で
い
九
片
十
日
、
北
川
本

以
話
抑
開
制
川
大
会
が
聞
か
れ
、
お

よ
そ
下
・

一行
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は

e

－
－
此
か
ら
じ
卜
円
山
地
ま

で
の
約
・・
川
行
卜
人
が
参
加
し
、

’H

桜
の
の
ど
や
怖
いや
か
な
削
り
を
披
出

し
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
、
北
円
本

民
謡
大
口
、
こ
ど
ら
民
謡
大
口
の
歴

代
受
賞
者
が
出
演
し
、
大
会
を
擁
り

上
げ
ま
し
た
。実

行
愛
U
会
は
、

川川
h
H
，

－－ハ
に
泣
い
以
さ
れ
た
準
的

愛
川川
会
を
だ
凶
的
に
制
織
。

総
会
に
は
魚
川
町
．
い
を
は

じ
め
約
六
ト
人
が
山
山

し
、
こ
れ
ま
で
の
計
過
縦

行
や
今
後
の
恨
み
ポ
ル
川
州
を

術
品
し
ま
し
た

－
eO
O
O作
凶
体
で
は

成
作
山
下
九
人
制
パ

レ
l

ポ
ー
ル
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ヨ

ン
と
し
て
ゲ
l
卜

庁、

1レ
カt

引
け
川
で
附

保
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
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‘
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菊

一
九
八
0
年
代
作

格i
紙

寿：鈴
雄ゐ市

四

九

冗
年

四
二
×
二
七
・
八
持ノ

一
九
六
0
年
代
、
抽
象
作
品
の
大

作
を
、
ま
る
で
溜
か
れ
た
か
の
よ
う

に
制
作
に
集
中
す
る
情
で
あ
る
。
一

九
七
0
年
代
『
花
鳥
図
」
あ
た
り
を

最
後
に
、
大
作
制
作
か
ら
遠
ざ
か
り
、

亡
く
な
る
ま
で
の
聞
は
業
捕
と
水
墨

画
に
没
頭
す
る
日
々
が
続
く
。

こ
の
作
品
「
菊
」
は
、
作
家
の
父

が
丹
精
し
た
園
芸
キ
ク
を
、
描
い
た

作
品
で
あ
る
。
菊
の
細
か
い
花
弁
ひ

み

も

ん

と
つ
、
ひ
と
つ
、
菜
、
芸
と
、

微
挫

の
迷
い
も
な
い
民
綿
の
み
で
鬼
以
迫

る
錦
を
描
き
き
る
。
こ
の
「
倒
」
作

品
昨
に
は
、
同
じ
舗
を
刊
に

一
枚
あ

る
い
は
、
仰
心
J

．
｝枚
と
舗
の
附
化
を
、

つ
ぼ
み
か
ら
開
花
、
そ
し
て
、

化
も

燃
も
桁
ち
米
て
る
ま
で
の
け
々
を
、

じ
っ
と
け
ん
つ
め
た
辿
作
が
あ
る
。
こ

の
作
品
は

一
以
川
パ
象
作
品
に
見
え
る

が
、
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
（
組
刷
兆

七
義
）
に
傾
倒
し
た
作
品
で
あ
る
。

一
般
的
に
現
実
だ
と
思
い
こ
ま
れ
て

い
る
も
の
を
問
い
向
し
、
よ
り
強
度

な
点
の
現
実
「
超
現
実
」
を
発
見
す

る
と
い
う
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
姿

勢
に
強
く
路
響
を
受
け
る
。

制
実
で

あ
り
現
実
で
な
い
「
菊
」
の
「
組
現

尖
』
を
、

Mnパ
尖
に
迫
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
生
き
と
し
生
け
る
も
の

の
鋭
機
歌
な
の
で
あ
ろ
う
。

水
島
琴
四
朗
・
槽
寿
雄
二
人
展

六
月
七
円
帥
ま
で

一

般

五

O
O円

小
中
高

一
O
O
円

第
五
十
一二
回
県
鹿
巡
回
展

六
月
十
四
日

mi六
月
二
十
四
日
制

。朝市スター卜

日時 6)]71 lの11lltl自｜から10月25日までの

毎週II曜日 午前8時30分から午前IO時まで

もぎたて館場所

報＠
室広

川
mv

v今
年
は
選
挙
が
多
く
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。
す
で
に
町
民
進
学
は
終
わ

り
ま
し
た
が
、
今
後
は
町
議
会
議

日
・
参
議
院
議
員
選
挙
な
ど
が
子
忠

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
以
近
で
は
選

併
の
た
び
に
「
史
上
掛
低
の
投
出
裕
」

「同
氏
の
政
治
離
れ
」
と
い

っ
た
つ
け

東
が
マ
ス
コ
ミ
に
よ
り
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
V
昨
年
末
の
国
会
で
は
、
こ

う
し
た
投
票
率
の
低
下
に
歯
止
め
を

か
け
よ
う
と
、
公
職
選
挙
法
を
改
正
。

六
月
以
降
の
選
挙
で
は
、
投
票
時
間

の
二
時
間
延
長
を
は
じ
め
不
花
お
投

票
の
事
務
手
続
き
な
ど
が
緩
和
さ
れ

ま
す
V
一日
う
ま
で
も
な
く
、
選
挙
権

は
凶
民
の
権
利
。
特
に
若
い
情
代
は
、

日
ご
ろ
政
治
に
無
関
心
な
人
が
多
い

よ
う
で
す
が
、
い
ず
れ
は
自
分
た
ち

が
中
心
と
な
る
社
会
が
米
ま
す
。
一

裂
の
持
つ
怠
味
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。

＠

。手まり展
小坂陽子花千まり会のメンバーの作品150点を展示

日時 6月711(11)から6H20日（土）まで

場所 エントランスホール

to・

。「かぼちゃを育ててギネス（275～） に挑戦リ

第I[rrlジャンボかぼちゃMま［i会

かぼち併を純情してギネスに挑戦しませんかつ

tfifi庁法は、大きさとjちです。

日時 I OJ J 25「I(11）その後l週間展示

会以あじわい断

計16,871 （ー5) H 10.5. 1現在（ ）は前月比従事管数5,125 (+ 7) 女8,933(+ 1) 〔町の人口〕男7,938(-6) 

お

詫

び

今
月
号
は
都
合
に
よ
り
、

『ふ
れ

愛
こ
う
さ
点
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
お
休

み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
容

赦
願
い
ま
す
。


